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て、不確実用法（例（4））と主観明示用法（例（5））に 2 分類した。 
例（4）あの辺りに停めたと思う。               （森山 1992） 












    〇 (山田:作家の人ってみんな記憶力いいと思いませんか。) 











例（9）山田:十年ぐらいたったら、私この続編書きたいなって思う。   
✖（山田：十年ぐらいたったら、私この続編書きたいなって思いませんか。） 
                                 （小野 2001） 
さらに、日本語記述文法研究会編（2003）は、「と思う」は話し手の判断や意見を聞
き手に表明する表現であると述べている。また、「と思う」の用法に関しては引用節の
述語形式によって 2 分類されている。 
引用節の述語が断定形のときには、未知のことに対して話し手なりの判断を示す用法
（例（10））、話し手の記憶の中で不確かさを表す用法（例（11））、話し手の個人的な判
断や意向を聞き手に明示する用法（例（12））の 3 種類の用法がある。 















表 1 「と思う」の用法に関する研究 


























































































例（17）僕は絶対にジョンが犯人だと思う。            （Iwasaki1993) 
例（18）*僕は絶対にジョンが犯人だと思っている。         （Iwasaki1993) 
中右（1994）はモダリティの観点から、「と思う」と「と思っている」の違いを分析
した。 





















































    どちらも大切だと思います。 
                    （『みんなの日本語』初級 I本冊 2010:172） 
例（24）将来自分の会社を作ろうと思っています。 










例（25）ジョンさんは日本の冬は寒いと思います。  ✖                                           




                （『一歩進んだ日本語文法の教え方１』2017：46）
Ⅱ「と思う」はその場の判断/「と思っている」はそれ以前から持っている判断 
例（27）A:明日の天気はどうですか。 
      B:明日は雨が降ると{〇思います/✖思っています}。 
               （『一歩進んだ日本語文法の教え方１』2017：52）
例（28）A:夏休みにどこへ行くんですか。 
B:少し前から沖縄へ行こうと{✖思います/〇思っています}。  











 まず、佐々木・川口（1994）日本語母語話者 520 名と中国語母語話者 21 名、韓国母








また、山森（2006）は、日本語母語話者 38 名と中国語母語話者 16 名、韓国母語話者







 李(2007)は、中国の魯東大学外国語学院日本語科の大学二年生 30 人、三年生 30 人を

























表 2 日本語学習者作文における「と思う」の習得に関連する研究 






































































































話者 41 名、中国語母語話者 61 名のデータが収集された。その中から、韓国語母語話者
と中国語母語話者については作文の評価結果をもとに、3 つのグループ（「上位群」・「中
位群」・「下位群」）の各 10 名ずつが選ばれている。 
 「YNU 書き言葉コーパス」の母語別の、各グーグルの人数は、表 3 の通りである。 
表 3 「YNU書き言葉コーパス」に被調査者の人数 
 上位群 中位群 下位群 合計 
韓国語母語話者（K） 10 10 10 30 
中国語母語話者（C） 10 10 10 30 
日本語母語話者（J）  30 




い順に、韓国語母語話者を表 4 に示し、中国語母語話者は表 5 に示す。また、日本語母






















1 K039 上位群 女 1978 11年 大 4年 日 N1(2012) 65 
2 K027 上位群 男 1987 1.5年 中・高 2.5年 大   62 
3 K006 上位群 女 1986 6か月 大 3.5年 大・日 1級(2005) 65 
4 K009 上位群 男 1989 5年 中・独 2年 日 1級(2008) 65 
5 K004 上位群 女 1988 4年 中・高 10年 大 1級(2009) 65 
6 K018 上位群 女 1980 6か月 塾 3.1年 日 1級(2009) 57 
7 K010 上位群 女 1986 2.5年 中高大 1.5年 日 2級(2007) 65 
8 K026 上位群 男 1989 10年 中・高 10年 大・他 N1(2011) 64 
9 K036 上位群 男 1983 3か月 日 1年 日 1級(2008) 63 
10 K037 上位群 男 1981 なし なし 4.6年 日・大 N1(2011) 64 
11 K008 中位群 男 1988 6か月 大 3.6年 大    64 
12 K038 中位群 女 1990 2年 その他 1.6年 大 1級(2009) 65 
13 K003 中位群 女 1989 3年 大 10か月 大 1級(2009) 65 
14 K012 中位群 女 1991 なし なし 2年 日 N1(2010) 64 
15 K034 中位群 女 1986 5年 高・大 1年 日 N1(2011) 63 
16 K040 中位群 女 1982 1年 高 3.5年 大 N1(2010) 63 
17 K015 中位群 女 1989 5年 中高大 なし なし N1(2010) 63 
18 K005 中位群 男 1987 4年 その他 10か月 その他 N1(2010) 63 
19 K013 中位群 男 1988 3.5年 中・高 3.5年 大 1級(2005) 65 
20 K035 中位群 男 1988 6か月 大 3.6年 大 N1(2010) 64 
21 K023 下位群 女 1987 6か月 その他 3.5年 大・日 N1(2010) 60 
22 K011 下位群 男 1990 6か月 日 1.5年 日・大   59 
23 K021 下位群 男 1991 6か月 大 10か月 大   62 
24 K028 下位群 男 1991 6か月 大 2年 大   65 
25 K020 下位群 男 1991 3年 プ 1年 大・日   62 
26 K025 下位群 男 1992 6か月 大 10か月 大   65 
27 K033 下位群 女 1989 5年 高・大 なし なし N1(2013) 62 
28 K019 下位群 男 1991 6か月 大 1.6年 大   59 
29 K032 下位群 男 1991 1年 高・塾 1か月 大 2級(2006) 60 
30 K029 下位群 男 1991 6か月 大 2か月 大 N2(2011) 64 























1 C001 上位群 女 1986 4年 大 2年 大 1級（2006） 64 
2 C047 上位群 女 1982 10年 中高大 6.5年 院 1級（2000） 65 
3 C058 上位群 女 1984 4.6年 大 5.3年 大 1級（2006） 65 
4 C049 上位群 女 1985 6年 高・中 6年 大 1級（2004） 64 
5 C033 上位群 男 1986 なし なし 2年 日 N1(2011) 64 
6 C039 上位群 女 1989 4年 大 2か月 大 1級（2009） 64 
7 C003 上位群 女 1986 3年 大 2年 大 1級（2005） 63 
8 C002 上位群 女 1987 3.8年 大 2.8年 大 1級（2007） 64 
9 C046 上位群 女 1992 6年 高・中 9か月 日 1級（2009） 65 
10 C048 上位群 男 1979 2年 日 9年 日・大 1級（2009） 65 
11 C038 中位群 女 1986 4年 大 6か月 大 1級（2007） 65 
12 C040 中位群 女 1988 4年 大 なし なし 1級（2009） 64 
13 C059 中位群 男 1981 4年 他 なし なし 1級（2007） 64 
14 C005 中位群 男 1988 ３か月 塾 2.2年 大・日 1級（2007） 63 
15 C010 中位群 女 1986 4年 大 4か月 大 1級（2007） 60 
16 C054 中位群 女 1988 4年 大 2年 日 1級（2008） 64 
17 C061 中位群 女 1986 2.5年 大 5.5年 大 1級（2006） 64 
18 C006 中位群 女 1986 5.5年 大 なし なし 1級（2008） 62 
19 C043 中位群 女 1989 4年 大・プ 1か月 大 1級（2009） 64 
20 C042 中位群 男 1985 なし なし 2.5年 日 1級（2008） 63 
21 C008 下位群 男 1989 3年 高 2年 日 1級（2009） 61 
22 C012 下位群 男 1988 1.5年 大 1.5年 日 1級（2009） 59 
23 C036 下位群 男 1987 ３か月 日 4.5年 日・大   51 
24 C045 下位群 男 1985 なし なし 1.9年 大 N1(2011) 57 
25 C022 下位群 男 1987 10か月 日 10か月 日 N2(2010) 57 
26 C025 下位群 女 1988 １年 他 8か月 日 2級（2008） 60 
27 C026 下位群 女 1985 ６か月 会 3.8年 会・独 1級（2009） 58 
28 C050 下位群 女 1985 4年 大 10か月 大 1級（2005） 62 
29 C0123 下位群 女 1985 3.5年 大 1.5年 大 1級（2009） 52 
30 C020 下位群 女 1985 3.5年 大 1.2年 日 1級（2007） 48 
中:中学校 高:高校 大:大学 日:日本語学校 プ:プライベート 会:会社 独:独学 
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表 6  被調査者の情報:日本語母語話者 
No. データ番号 性別 生年 
1 J001  女 1988 
2 J002 女 1988 
3 J003 男 1988 
4 J004 女 1988 
5 J005 女 1989 
6 J006 女 1988 
7 J007 女 1989 
8 J008 女 1986 
9 J009 女 1987 
10 J010 男 1986 
11 J011 男 1988 
12 J012 男 1986 
13 J013 女 1985 
14 J014 女 1986 
15 J015 女 1989 
16 J016 女 1990 
17 J017 女 1989 
18 J018 女 1990 
19 J019 女 1989 
20 J020 男 1991 
21 J021 女 1991 
22 J022 男 1991 
23 J023 女 1991 
24 J024 男 1991 
25 J025 女 1991 
26 J026 女 1990 
27 J027 女 1986 
28 J028 女 1989 
29 J029 男 1987 












































用数は 35 で、「と思っている」は 4 であった。日本語母語話者は「と思う」の使用数は









 と思う4 と思っている5 合計 
韓 30（100.0％） 0（0.0％） 30 
中 35（89.7％） 4（10.2％） 39 




すくために、図 1 に示している。 
 





あり、医療施設は非常に必要だと思っています。    【 R_task_06_C010 】 




























す。                         【 R_task_06_C010】 
例（31）もし、閉めたらこの地域に住んでいる方にとって、不便になれると思っている。 
                              【 R_task_06_C020】 
例（32）そして、貴社に投稿し、マスコミの力を借りて、現在の医療体制のもとで市民
病院の運営を続けてほしいと思っています。       【 R_task_06_C061】 
 
日本語母語話者の「と思っている」 
例（33）当然幸せに産まれてきてくれるものだと思っていた。     【 R_task_06_J001 】 
例（34）1 年間ずっとこの町に暮らしています。そして、これからもこの町の町民であ
り続けたいと思っています。              【 R_task_06_J0019】 
例（35）私もこの町に残り、一生を終えたいと思っている。      【 R_task_06_J0024】 

































































「と思っている」➔「と思う」 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
「と思う」➔「と思っている」 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 
韓国語母
語話者 
「と思っている」➔「と思う」 3 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 






したいと思います。（〇と思っています）      【 R_task_01_C022】 
例（37）もし、閉めたらこの地域に住んでいる方にとって、不便になれると思ってい 






























予備調査は 2017 年 6 月下旬から 7 月中旬までの間に実施した。 
 
4.1.3被調査者 
 被調査者は日本語母語話者 11 名、日本国内の大学、大学院に在学している中国語を



















のうち、「人称の制限」、「判断の継続性」、は 10 問ずつ、計 20 問であり、ダミー問題は
「と思う」と「と思っている」の使い分けに関する以外の「思う」に関する問題、計
20 問であった。また、文完成テストと同じように、回答時間への制限は設けなかった。 




表 9  調査方法 






























表 10 予備調査文完成テストの結果 
 予想と一致 予想と不一致 
問題（１
-1） 
協力者 人数 割合 
予想した
答え 
協力者 人数 割合 実例 
日 9 81.8 
思う・思
います 










初 １ 25 お思います 
中 2 66.7 中 １ 33.3 思っています 
上 2 100 上 0 0  
問題一
（１-2） 
協力者 人数 割合 
予想した
答え 
協力者 人数 割合 実例 
















初 3 75 
言います・思いまし
た・信じています 
中 2 66.7 中 1 33.3 思われます 
上 2 100 上 0 0  
問題一
（4） 
協力者 人数 割合 
予想した
答え 
協力者 人数 割合 実例 















初 4 100 
思う・思います・存じ
ます 
中 1 33.3 中 2 66.7 思いますが・思います 





表 11 予備調査選択肢問題テストの結果 
 予想と一致 予想と不一致 
 協力者 人数 割合 予想した答え 協力者 人数 割合 実例 
３ 日 11 100 思います 日 0 0 と思っています 
4 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
6 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
7 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
9 日 11 100 思っている 日 2 18.2 思います 
10 日 11 100 思っている 日 1 9.1 思います 
13 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
14 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
16 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
18 日 11 100 思います 日 0 0 思っています 
21 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
22 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
24 日 6 54.5 思っています 日 5 45.5 思います 
26 日 11 100 思います 日 0 0 思っています 
30 日 11 100 思っている 日 1 9.1 思います 
31 日 11 100 思います 日 0 0 思っています 
33 日 7 63.6 思います 日 7 63.6 思っています 
34 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 
36 日 11 100 思っています 日 0 0 思います 




表 10 と表 11 の結果を基づき、テストの妥当性については、大きな問題は見当たらな
かったが、細かいところを多少修正した。それに関しては 4.1.6 で述べたい。 
4.1.6予備調査による変更点 
予備調査の結果を踏まえ、調査資料の内容を一部修正した。 



























































































者 10 名、N2 合格者 9 名、N2 未合格者 11 名、計 40 名であった。被調査者の詳細な情
報（番号、性別。生年、日本語学歴、過去の日本語能力試験の結果、SPOT の結果、な
ど）については、SPOT 結果の高い順に示す（表 12）。 
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きる。日本国籍を持っているかどうかは関係ない。最上級の N1 から最下級の N5 まで
5 段階のレベルがある。一部の受験地を除き、7 月上旬と 12 月上旬の年 2 回試験が実施
されている。 










表 12 被調査者の情報:日本語学習者 




学習者 8 女 大学院 20代 N1 89 2年 
学習者 25 女 大学院 10代 N1 87 2年 
学習者 12 男 大学院 20代 N1 85 3年 
学習者 28 男 大学院 20代 N1 84 3年 
学習者 21 女 大学院 20代 N1 82 4年 
学習者 18 女 大学院 20代 N1 80 1年 
学習者 29 女 大学院 20代 N1 79 3年 
学習者 30 女 大学院 20代 N1 79 4年 
学習者 15 女 日本語学校 10代 N1 77 1年 
学習者 3 女 大学 20代 N1 76 1年 5ヶ月 
学習者 27 女 大学 10代 N2 75 1年 2ヶ月 
学習者 24 男 日本語学校 10代 
 
72 五ヶ月 
学習者 20 女 大学院 20代 N2 71 3年 
学習者 10 女 日本語学校 10代 N2 68 0.5年 
学習者 26 女 大学 20代 N2 66 2年 
学習者 22 男 日本語学校 10代 N2 64 五ヶ月 
学習者 23 女 日本語学校 10代 N2 64 1年 
学習者 4 女 日本語学校 10代 N2 63 0.5年 
学習者 14 女 日本語学校 10代 N2 63 0.5年 
学習者 13 女 日本語学校 10代 N2 61 1年 
学習者 11 男 日本語学校 10代 N3 59 6ヶ月 
学習者 16 女 日本語学校 10代 N3 59 0.5年 
学習者 17 女 日本語学校 10代 
 
56 0.5年 
学習者 6 男 日本語学校 10代 N3 54 1ヶ月 
学習者 2 女 日本語学校 10代 N2 52 0.5年 
学習者 5 女 日本語学校 10代 N3 52 0.5年 
学習者 7 女 日本語学校 10代 N3 48 五ヶ月 
学習者 1 女 日本語学校 10代 GNK準中級 47 0.5年 
学習者 19 男 日本語学校 20代 
 
47 1年 






表 13 被調査者の情報:日本語母語話者 
協力者 性別 年齢代 
日本語母語話者１ 男 20代 
日本語母語話者２ 男 20代 
日本語母語話者３ 女 20代 
日本語母語話者４ 女 20代 
日本語母語話者５ 女 20代 
日本語母語話者６ 女 20代 
日本語母語話者７ 女 20代 
日本語母語話者８ 女 40代 
日本語母語話者９ 女 20代 
日本語母語話者１０ 女 30代 
 
 日本語学習者の中には、当時日本語能力試験を受けていない者もいるので、日本語学
習者の能力試験の結果と SPOT テストの結果をもとに、3 つのグループ（「上位群」・「中
位群」・「下位群」）の 10 名ずつを分けた（表 14）。 
表 14  学習者の熟達度分類 
上位群 中位群 下位群 
学習者番号 JLPT SPOＴ 学習者番号 JLPT SPOＴ 学習者番号 ＪＬＰＴ SPOＴ 
学習者 8 N1 89 学習者 27 N2 75 学習者 11 N3 59 
学習者 25 N1 87 学習者 24   72 学習者 16 N3 59 
学習者 12 N1 85 学習者 20 N2 71 学習者 17   56 
学習者 28 N1 84 学習者 10 N2 68 学習者 6 N3 54 
学習者 21 N1 82 学習者 26 N2 66 学習者 2 N2 52 
学習者 18 N1 80 学習者 22 N2 64 学習者 5 N3 52 
学習者 29 N1 79 学習者 23 N2 64 学習者 7 N3 48 
学習者 30 N1 79 学習者 4 N2 63 学習者 1   47 
学習者 15 N1 77 学習者 14 N2 63 学習者 19   47 




































の継続性」を各一問、ダミー問題 2 問の計 4 問である。選択肢問題テストは「人称の制
限」と「判断の継続性」各 10 問、ダミー問題 20 問の計 40 問である。 
文完成テストの構成 
 文完成問題テストは 4 問からなっている。そのうち、「人称の制限」は問 1、「判断















































文完成テスト １ １ ２ ４ 



























14、16、21、24、30、34、36、計 10 問であり、「判断の継続性」は 3、6、9、13、18、
22、26、31、33、37、計 10 問で、ダミー問題 20 問である。「人称の制限」と「判断の
継続性」例を、例（48）、例（49）に示す。 
例（48）佐藤(さとう)さんは中国(ちゅうごく)の夏(なつ)は暑(あつ)い{と思います/ 










題を除いて、残りの 20 問の「と思う」に関する問題 1 問 1 点、満点 20 点とした。採点
結果を表 16 に示す。 
表 16 選択肢問題テストの平均値及び標準偏差（SD） 
協力者 





























1 9 10 19 10 10 20 10 10 20 9 8 17 
2 8 9 17 10 10 20 10 8 18 9 6 15 
3 9 9 18 10 10 20 10 8 18 6 7 13 
4 10 9 19 10 9 19 7 10 17 2 9 11 
5 9 10 19 10 9 19 10 7 17 4 7 11 
6 10 7 17 8 10 18 7 9 16 4 7 11 
7 10 8 18 9 9 18 6 9 15 4 5 9 
8 8 10 18 10 8 18 5 8 13 2 7 9 
9 9 9 18 7 8 15 2 5 7 1 8 9 
10 8 10 18 1 10 11 1 6 7 3 5 8 
平均値 9.00 9.10 18.10 8.50 9.30 17.80 6.80 8.00 14.80 4.40 6.90 11.30 
標準偏
差 
0.77 0.94 0.70 2.69 0.78 2.68 3.19 1.55 4.28 2.65 1.22 2.76 
 
本調査の分析方法としては、協力者の属性（下位群、中位群、上位群、日本語母語話
者の 4 水準）を被験者間要因、「思う」と「と思っている」を使い分けの 2 用法、（「人









































































結果を表 17 に示す。 
表 17 文完成テストの平均値及び標準偏差（SD） 
協力者 


















1 1 1 2 1 1 2 1 1 2 0 1 1 
2 1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 0 1 
3 1 1 2 1 0 1 1 1 2 1 0 1 
4 1 1 2 0 1 1 0 1 1 1 0 1 
5 1 1 2 1 1 2 1 0 1 0 0 0 
6 1 1 2 1 1 2 0 1 1 0 0 0 
7 1 1 2 1 1 2 0 0 0 0 0 0 
8 1 1 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
9 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 
10 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
平均値 0.90 0.90 1.80 0.80 0.60 1.40 0.40 0.50 0.90 0.30 0.10 0.40 
































































































＜3.19）。それは、日本語学習者の上位群には満点が取れた者が 3 人いるが（表 20 網
50 
 
掛け部分：学習者 12 番、25 番、30 番）、一方で「人称の制限」に関する用法（人称の
制限の選択肢テストの満点は 10 点）で 1 点いか取れない者もいた（表 18 網掛け部分：
学習者 3 番）。 
表 18 選択肢問題テストの平均値及び標準偏差（SD） 
協力者 


















1 9 10 19 10 10 20 10 10 20 9 8 17 
2 8 9 17 10 10 20 10 8 18 9 6 15 
3 9 9 18 10 10 20 10 8 18 6 7 13 
4 10 9 19 10 9 19 7 10 17 2 9 11 
5 9 10 19 10 9 19 10 7 17 4 7 11 
6 10 7 17 8 10 18 7 9 16 4 7 11 
7 10 8 18 9 9 18 6 9 15 4 5 9 
8 8 10 18 10 8 18 5 8 13 2 7 9 
9 9 9 18 7 8 15 2 5 7 1 8 9 
10 8 10 18 1 10 11 1 6 7 3 5 8 
平均値 9.00 9.10 18.10 8.50 9.30 17.80 6.80 8.00 14.80 4.40 6.90 11.30 
標準偏
差 
0.77 0.94 0.70 2.69 0.78 2.68 3.19 1.55 4.28 2.65 1.22 2.76 
 























の結果を表 19 のように示す。 
表 19 学習 3番の「と思う」と「と思っている」の使い分けに関する調査結果 
 人称の制限 判断の継続性 
知識 ✖ 〇 











は、日本語学習者 14 番と日本語 10 番は「人称の制限」の用法の得点が低いことが挙げ
られる（表 20 網掛け部分）。 
表 20 選択肢問題テストの平均値及び標準偏差（SD） 
協力者 


























1 9 10 19 10 10 20 10 10 20 9 8 17 
2 8 9 17 10 10 20 10 8 18 9 6 15 
3 9 9 18 10 10 20 10 8 18 6 7 13 
4 10 9 19 10 9 19 7 10 17 2 9 11 
5 9 10 19 10 9 19 10 7 17 4 7 11 
6 10 7 17 8 10 18 7 9 16 4 7 11 
7 10 8 18 9 9 18 6 9 15 4 5 9 
8 8 10 18 10 8 18 5 8 13 2 7 9 
9 9 9 18 7 8 15 2 5 7 1 8 9 
10 8 10 18 1 10 11 1 6 7 3 5 8 
平均値 9.00 9.10 18.10 8.50 9.30 17.80 6.80 8.00 14.80 4.40 6.90 11.30 
標準偏
差 









































表 21 選択肢問題テストの平均値及び標準偏差（SD） 
協力者 


























1 9 10 19 10 10 20 10 10 20 9 8 17 
2 8 9 17 10 10 20 10 8 18 9 6 15 
3 9 9 18 10 10 20 10 8 18 6 7 13 
4 10 9 19 10 9 19 7 10 17 2 9 11 
5 9 10 19 10 9 19 10 7 17 4 7 11 
6 10 7 17 8 10 18 7 9 16 4 7 11 
7 10 8 18 9 9 18 6 9 15 4 5 9 
8 8 10 18 10 8 18 5 8 13 2 7 9 
9 9 9 18 7 8 15 2 5 7 1 8 9 
10 8 10 18 1 10 11 1 6 7 3 5 8 
平均値 9.00 9.10 18.10 8.50 9.30 17.80 6.80 8.00 14.80 4.40 6.90 11.30 
標準偏
差 



































9 名が「と思っている」を「産出」しているが、日本語学習者上位群は 10 名中 6 名、
57 
 
中位群は 10 名中 5 名、下位群は 10 名中 1 名だけが「と思っている」を「産出」してい
る。 
 「判断の継続性」に関する文完成テストは「と思っている」「と思う」以外に、「思わ





 また、本調査の「判断の継続性」の問題は「YUN 書き言葉コーパス」のタスク 1 を
参考にして、作成している。例（67）は本調査で使用した問題で、例（68）は「YUN























































































































向の違いからー」『日本語文法』3, pp.35-47 , 
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番号 項 行 【誤】 【正】 
１ 1 5 使わない 使えない 
2 2 2 「と思っている」意味用法 「と思っている」の意味用法 
3 8 14 使い分け の使い分け 
4 11 9 日本語教科書同じく 日本語教科書と同じく 
5 12 6 18 名協力者 18 名の協力者 
6 15 6 「と思っている」使い分け 「と思っている」の使い分け 
7 16 14 母語と学習者 母語とする学習者 
8 16 21 「YUN 書き言葉コーパス」 「YNU 書き言葉コーパス」 
9 17 4 グーグル グループ 
10 17 7 性別。 性別、 
11 23 2 一つ 一例 
12 26 10 SPOT の結果 SPOT の結果から 
13 26 10 日本語能力が上達し 日本語能力は上達であり 
14 34 10 10 の下旬 10 月の下旬 
15 42 4 問題 1 問 1 点 問題は 1 問 1 点で 
16 44 5 日本母語話者 日本語母語話者 
17 49 3 満点取れる人 満点を取れる人 
18 50 6 日本語学習 日本語学習者 
19 53 19 選んでくれた理由 選んだ理由 
20 54 5 中位群の学習者習 中位群の学習者 
21 60 5 二つ意味用法 二つの意味用法 
22 60 16 より先導入 より先に導入 
23 63 13 日本語きょうの 日本語教育の 
 
 
